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あけましておめでとうございます。旧
年中は、大井戸診療所の患者様ならびに
当法人の介護保険サービス利用者様には
当法人をご利用いただき、大変ありがと
うございました。

2025年は当法人にとって、新たな事業
展開はありませんでしたが、一つ一つの
事業を充実させた、いわば足固めの年と
なりました。二つの通所介護事業（デイ
サービス）はその利用者数を伸ばし、居
宅介護支援事業（ケアマネ事業所）のケ
アプラン作成数も伸びました。看護小規
模多機能型居宅介護（看多機）は、昨年
後半からは、登録定員29名のところ、常
にその定員を満たすようになりました。

そして、昨年11月に、旧診療所の建物
と新診療所の建物に分散していた訪問看
護ステーション機能を新診療所の建物内
に集約化し、私や看護部長をはじめとし
た外来看護スタッフ等とのコミュニケー
ションを活発化させ、当法人の目指す在
宅医療の方向性を一（いつ）にすること
が出来ました。何より、地域包括支援セ
ンターを含めた法人内の連携が進んだ一
年と言えるでしょう。

さて、2026年度は診療報酬改定があ
り、診療所への締め付けは強いものに
なると思われます。国の財政制度審議
会では、医療や介護保険等の費用（社
会保障費）をどう抑え込んでいくかが
議論となっています。

薬局で市販されている類似薬を含む
薬剤自己負担や、高齢者でも金融所得
の反映などの応能負担の徹底等に関す
る具体的な制度設計を行い、また、高
額療養費制度を見直すことなどが、具
体的に出てきている案であり、患者さ
んにとっても医療機関にとっても厳し
い未来が予想されます。その荒波を当
法人職員一丸となって乗り超え、地域
の患者様・利用者様の笑顔を支えて参
りたいと思っています。

ところで、本年2026年は午（うま）
年です。午は十二支の7番目に位置し、
馬は古くから人々の暮らしを支えてき
た存在であり、「速さ」「情熱」「自
由」を象徴すると言われています。午
年は、力強く前進し、新たな挑戦へ踏
み出すエネルギーに満ちた年と言えま
す。当法人にとっては、職員の新陳代
謝を大きく進める大切な年になりそう
です。皆さまにとっても、本年が力強
い飛躍と実りの一年となりますよう、
心より祈念し、新年のご挨拶とさせて
いただきます。
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◆ 高齢者相談センター東（地域包括支援センター）

℡：0270-75-5966 群馬県伊勢崎市三室町4014-20 

◆訪問看護ステーションおおいど

℡：0270-62-3489

群馬県伊勢崎市東小保方町4008-1 2階

◆ケアマネジメントセンターおおいど

℡：0270-50-0710

群馬県伊勢崎市三室町4014-20

◆いきいきデイサービスおおいど

℡：0270-27-7310

群馬県伊勢崎市三室町4011-3

◆デイサービスセンターおおいど

℡：0270-75-1114

群馬県伊勢崎市東小保方町4005-1

◆在宅包括サービスおおいど

℡：0270-61-8967

群馬県伊勢崎市東小保方町4008-1 2階
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◆大井戸診療所

℡：0270-62-3333

群馬県伊勢崎市東小保方町4008-1

今回の医療法人あづま会の研修では普段の研修とは異な
る学びを会得することができました。
普段の病院の研修では救急外来や病棟での業務が主となっ
ています。そのため入院した患者さんの退院後の生活に触れ
ること等はなかなかありませんでした。
今回の研修では、訪問診療等を通じて患者さんの退院後の
ご様子や、退院後のサポート等の必要性等を改めて確認させ
ていただくことがたくさんありました。
また、訪問看護やケアマネジメントセンターでの研修では医
療というのは改めて医師だけでなく看護師さんやリハビリ職
の方々、ケアマネジャーの方々等の多くの方々のご活躍で成
り立つということを実感することができました。単に医療的
問題を解決するだけでなく、患者さんごとの様々な環境に合
わせた診療を行っていくことの大切さを学んだ一ヵ月間でし
た。
改めて大澤先生をはじめとして医療法人あづま会のスタッ
フの皆様、そして地域の皆様に大変お世話になり、心より感
謝申し上げます。

診療所の新たな仲間をご紹介します！その名も「medimo/メディ
モ」です。
medimoは診療中の会話をリアルタイムで音声認識し、さらに生成
AIが要約してくれるWebアプリです。当院では今年の8月から導入し
ています。

「会話 → 録音 → 自動テキスト化 → AI要約 → カルテ原稿」
とほぼ自動化され、医師が「診療そのもの」に集中できるよう手伝って
くれる優れものです。

大澤先生や非常勤の先生方にも実際に使用し、とても好評です。
特に初めて受診される方の診療に役立っています。
今後もmedimoを活用し、患者様の「声」を聞き逃すことがない
診療を心がけたいと思います。

外来医事課 田島


